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1 はじめに 

我が国では，農業就業人口の減少による後継

者難と農家の高齢化が問題となっている[1]．近

年，このような現状を踏まえ，農業分野に ICT

を活用し，農業経営の支援やノウハウの可視

化・蓄積に関する様々な研究が行われている[2]

～[4]．しかし，既存研究の多くは農業経営者や

農業生産者，新規就農者を支援対象としており，

将来の農業を担う子供達を対象としていない．

我々は小学校の 80％で実施されている農業体験

学習[5]に着目し，児童が農業への興味・関心を

喚起できる ICT の活用を検討してきた． 

農業体験学習は授業時間の制約から農地を訪

問する回数が限られ，農作物の成長過程や日々

の農家の農作業を観察する機会が少ないことが

問題となっている．そこで，我々は農作物の成

長過程と農家の農作業の可視化を支援する農業

体験学習支援システムを提案し，農作物の観察

を支援するプロトタイプシステムを開発・運用

してきた[6]．平成 23 年度に岩手県の小学校で

実施されていたリンゴの農業体験学習でプロト

タイプシステムを利用した結果，児童のリンゴ

への興味を喚起し，リンゴの育ち方を学ぶのに

役立っていたことが示唆された． 

しかし，カメラ 1 台につき約 4000 枚超の画像

が蓄積されたため，授業に活用できる学習に有

効な画像（以下，重要画像）の検索が困難であ

ること，重要画像を活用した学習コンテンツ

（画像の連続再生等）の作成に時間がかかるこ

となどが問題点として挙げられた．そこで，本

稿では，農作物成長過程における重要画像の自

動抽出手法を提案し，開発したプロトタイプシ

ステムについて述べる． 

2 課題と解決へのアプローチ 

本研究の実験フィールドではリンゴを栽培し

ているため，本稿ではリンゴの重要画像の抽出

を検討する．また，5 年生の理科の学習指導要領

を参考にし，本研究における重要画像を「成長

の変化が著しい部分」と定義した．成長の過程

としては，「開花」，「結実」，「実の色の変

化」を対象とした．これにより，撮影された画

像を理科の授業で有効活用できると考えた． 

以上から，上記 3 つの成長過程に該当する画

像を自動抽出することが課題となる．作物の成

長の過程は毎年ほぼ同じであるが，気温や日射

量などに影響を受ける．そこで，本研究では過

去に蓄積された作物の画像データと圃場の環境

データ（気温，日射量など）を用いる．環境デ

ータの取得にはイーラボ・エクスペリエンス社

製フィールドサーバ[7]を用いる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 システムの概要 

3.1 システムの構成 

本研究では，先行研究で開発した農作物観察

支援システムにフィールドサーバで取得したデ

ータを活用できるように拡張する．リンゴ農園

のネットワーク構成図を図 1 に，システム構成

図を 2に示す．  

3.2 提供機能 

成長のポイントを指定して連続再生で表示さ
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図 1 ネットワーク構成図 

図 2 システム構成図 
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図 3 成長過程別連続再生機能 

せる成長過程別連続再生機能を開発した．開発

した機能の画面例を図 3 に示す．ここで表示さ

れるコンテンツは著者がサーバに蓄積されてい

る約 4000 枚の画像の中から各成長過程に適した

画像を主観的に選択し，その画像を連続再生さ

せた動画コンテンツである．  

4 重要画像の自動抽出手法の検討 

動画コンテンツの手動による作成時間は合計

42 分かかった．PC のリテラシ能力が低い教員が

行った場合はこれ以上の時間がかかることが予

想される．また，平成 23 年と平成 24 年に撮影

された同じ日付の画像を比較したところ年ごと

に成長の度合いに差異がみられた．この結果か

ら日付情報だけでの画像の自動抽出は難しいこ

とが確認できた．そこで，圃場の環境データも

活用し重要画像を自動抽出した上で，動画コン

テンツを自動生成する手法を提案する． 

本稿では，視覚的に変化の分かりやすいリン

ゴの開花部分を対象とした．開花部分の識別手

法として野呂ら[8]が提唱し，佐藤ら[9]が検証を

行った有効積算温量によるリンゴの開花日予測

手法を用いる．本手法で用いる計算式を(1)に示

す． 

…(1) 

 
本手法は，リンゴの木に芽生える「発芽日」

を開始日として，そこから毎日の平均気温を算

出し，発育零点を超えた日の平均気温のみを積

算し，開花日を予測する手法である．分類・動

画コンテンツ作成方法は以下の流れで行う． 

1. 発芽日を起点に，1 日の平均気温を算出する． 

2. 平均気温が発育零点を上回った場合のみ超

過分を積算していく． 

3. 積算された温度が 197.1℃を超えた時の日付

を開花日とする． 

4. 開花日を中心とした前後の写真を抽出し，

その画像を動画コンテンツにする． 

 本手法では開花日を求めるために発芽日を利

用している．しかし，発芽日は目視で確認する

必要がある為，全て自動化することは難しい．

今後は上記抽出部分の開発，発芽日の扱いにつ

いて検討していく予定である． 

6 おわりに 

本稿では，定点カメラによって撮影された多

数の農作物画像の中から，成長過程における重

要画像の自動抽出手法を提案した．また，プロ

トタイプシステムの開発によって重要画像の自

動抽出における研究課題を抽出した．平成 24 年

度からはリンゴ農園にフィールドサーバを設置

し農地の画像だけでなく，気温や湿度，日射量

等のデータも取得できるようにした．今後はフ

ィールドサーバから得られたデータを本システ

ムに取り込めるようシステムを拡張し，気温デ

ータ及び日射量データを用いて農作物の時期ご

との成長過程を自動抽出するシステムの開発を

行う．また，抽出された重要画像が学習に効果

的かどうかについても調査する．  
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